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協力 津市防火協会

↑災害現場から避難する参加者 

○
総
勢
約
八
百
人
が
参
加 

十
一
月
二
十
三
日
、
津
競
艇
西
駐
車

場
（
津
市
藤
方
）
で
、
津
市
総
合
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
九
時

に
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
大
地
震
が

ほ
ぼ
同
時
に
発
生
し
、
津
市
内
で
震
度

六
強
を
記
録
、
建
物
の
倒
壊
、
火
災
の

発
生
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
の

甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
人
的
被
害
も
多

数
出
て
い
る
と
の
想
定
で
訓
練
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
津
市
消
防
の
ほ
か
、
津

市
津
消
防
団
、
津
警
察
署
、
陸
上
自
衛

隊
第
三
十
三
普
通
科
連
隊
、
津
市
自
主

防
災
協
議
会
津
支
部
、
地
域
住
民
な
ど

三
十
五
団
体
、
約
八
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
訓
練
会
場
は
北
・
中
央
・
南
区

域
に
分
か
れ
て
、
北
区
域
で
は
消
防
や

警
察
、
自
衛
隊
に
よ
る
救
出
救
助
訓

練
、
中
央
区
域
で
は
各
団
体
に
よ
る
展

示
、
南
区
域
で
は
煙
体
験
や
自
衛
隊
に

よ
る
炊
き
出
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
な
ど
市
民
参
加

型
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど

の
災
害
弱
者
の
た
め
の
避
難
所
開
設

や
、
三
重
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
被
災
状

況
の
確
認
、
情
報
収
集
な
ど
多

種
多
様
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

訓
練
終
了
後
、
松
田
直
久
津

市
長
は
「
災
害
が
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
、
本

番
さ
な
が
ら
の

る
訓
練
と
な
り

か
ら
も
市
民
の

守
る
た
め
関
係
機
関

連
携
強
化
を
図

講
評
を
述
べ
て

橋
直
通
） 

↓
事
故
車
か
ら
救
助
を

行
う
特
別
救
助
隊 

↑
高
層
建
物
か
ら
救

助
を
行
う
消
防
隊 

臨
場
感
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
こ
れ

安
心
・
安
全
を

と
更
な
る

り
た
い
。
」
と

い
ま
し
た
。（
高
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今
回
、
こ
の
二
つ
の
訓
練
に
津
市

消
防
本
部
消
防
救
急
課
か
ら
三
人

が
、
両
県
へ
視
察
に
出
向
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
兵
庫
県
南
西
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
の
教
訓
を

○
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
う 

職
場
防
災
競
技
会
を
開
催 

 
津
市
防
火
協
会
は
、
津
市
内
の
約

四
七
〇
の
事
業
所
等
で
構
成
さ
れ
る

組
織
で
、
防
火
思
想
の
普
及
高
揚
を

図
り
、
防
災
啓
発
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
十
月
十
五
日
、
同
協
会

主
催
に
よ
る
職
場
防
災
競
技
会
が
、

練
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

各
競
技
の
最
優
秀
事
業
所
は
、
以

下
の
通
り
で
し
た
。（
田
村
公
一
） 

【
消
火
器
の
部
】 

▽
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
株
式
会
社

津
工
場 

【
屋
内
消
火
栓
の
部
】 

踏
ま
え
、
大
規
模
な
地
震
災
害
や
特

殊
災
害
等
の
広
域
災
害
時
に
、
都
道

府
県
の
枠
を
超
え
て
、
迅
速
か
つ
効

果
的
に
人
命
救
助
等
の
応
援
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
全
国
各
地
域
に
お
い

て
同
隊
が
効
果
的
、
効
率
的
に
機
能

す
る
よ
う
に｢

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

訓
練｣

が
実
施
さ
れ
、
有
事
即
応
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。 

今
回
、
津
市
消
防
か
ら
は
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
（
参
加
合
計

人
員
三
千
六
百
二
十
二
人
、
航
空
機

二
十
一
機
、
船
舶
十
隻
、
車
両
二
百

二
十
二
台
）
に
、
津
市
久
居
消
防
署

か
ら
消
防
隊
一
隊
（
五
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練
（
参
加
合
計 

人
員
三
百

八
十
九
人
、
航
空
機
九
機
、
車
両
九

十
四
台
）
に
は
、
津
市
北
消
防
署
か

ら
救
急
隊
一
隊
（
三
人
）
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
れ
三
重
県
隊
と
し
て
与
え 

 

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
み
え
（
津
市
北
河

路
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

競
技
は
、「
消
火
器
の
部
」「
屋
内
消

火
栓
の
部
」「
救
急
法
の
部
」
の
三
種

目
が
行
わ
れ
、
一
一
九
番
通
報
、
初
期

消
火
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
含
ん
だ
心
肺
蘇
生
法
等
の
確

実
性
、
迅
速
性
、
安
全
性
を
競
う
も
の

で
す
。 

当
日
は
、
二
十
九
事
業
所
四
十
四
チ

ー
ム
、
八
十
八
人
が
参
加
し
、
職
場
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
日
頃
の
訓 

▽
株
式
会
社
ア
ン
セ
イ
三
重
工
場

【
救
急
法
の
部
】 

▽
旭
電
器
工
業
株
式
会
社 

ら
れ
た
想
定
に
対
し
、
「
安

全
」・「
確
実｣

・｢

迅
速｣

に
県
内

隊
と
連
携
を
取
っ
て
活
動
し
ま

津
市
で
開
催

を
通
じ
て
、
三
重
県
（
津
市
）

が
被
災
し
た
場
合
の
受
援
体
制

の
確
認
や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各
隊

と
非
常
時
に
機
能
し
得
る
消
防

体
制
が
確
立
で
き
る
よ
う
、
諸

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。（
佐
藤

昭
人
） 

 

○
緊
急
消
防
援
助
隊
の
訓
練
に

参
加 

↑屋内消火栓の部 

 

平
成
二
十
一
年
度
緊
急

助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ

十
月
十
七
日
、
十
八

井
市
で
、
同
援
助
隊

ッ
ク
合
同
訓
練
が

日
、
富
山
県
射
水
市

わ
れ
ま
し
た
。 

↑
消
火
器
の
部

↓
救

消
防
援

ク
合
同
訓
練
が

日
に
福
井
県
坂

中
部
地
域
ブ
ロ

十
一
月
六
日
、
七

で
そ
れ
ぞ
れ
行

急

し
た
。 

来
年
度
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練
（
近
畿
二
府
七
県
合

同
防
災
訓
練
）
が

さ
れ
ま
す
。
現
在
、
津
市
消
防

本
部
で
は
、
来
年
度
の
同
訓
練

法
の
部

↓中部地域ブロック出発

式を行う北消防署救急隊 

↑近畿ブロック出発

式を行う久居消防署

消防隊 
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○
防
災
の
つ
ど
い
に 

津
市
消
防
音
楽
隊
が
参
加 

九
月
二
十
六
日
、
伊
勢
湾
台
風
襲
来

か
ら
五
十
年
目
に
あ
た
る
こ
の
日
を

「
三
重
風
水
害
対
策
の
日
」
と
定
め
、

桑
名
市
木
曽
三
川
公
園
輪
中
ド
ー
ム

で
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害
に
強
い

○
津
市
津
消
防
団
が 

総
合
訓
練
を
実
施 

津
市
津
消
防
団
は
、
九
月
十
六
日
、

十
七
日
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
四

日
間
、
火
災
や
震
災
等
の
大
規
模
災
害

に
備
え
、
消
防
団
員
と
し
て
の
技
術
及

び
知
識
を
習
得
し
、
有
事
の
際
に
効
果

○
イ
オ
ン
救
急
フ
ェ
ア
を
開
催 

 

「
救
急
の
日
」
（
九
月
九
日
）
を

前
に
、
救
急
医
療
週
間
中
の
九
月
六

日
に
イ
オ
ン
津
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
サ
ン
バ
レ
ー
（
津
市
高
茶

屋
小
森
町
）
で
「
救
急
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
イ
ベ

正
利
用
や
応
急

め
て
も
ら
う
こ
と

市

消
防
と
津

護
協
会
津
地
区
支
部
の
約
二
十
人
の

職
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
方

相
談
、
骨
密
度
測
定
な
ど
を
実
施
し

た
も
の
で
、
当
日
は
約
二
百
人
の
買

い
物
客
ら
が
足
を
止
め
て
、
実
技
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
を
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
（
平
子
泰
史
） 

地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、
三
重
県
主
催

に
よ
る
「
二
〇
〇
九
防
災
の
つ
ど
い
・

み
え
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
、
津
市
消
防
音
楽
隊
と
松
阪

地
区
広
域
消
防
音
楽
隊
が
参
加
し
、
合

同
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
松
阪
地
区
広

域
消
防
音
楽
隊
と
の
合
同
演
奏
は
十

五
年
ぶ
り
で
、
い
つ
も
よ
り
音
に
厚
み

の
あ
る
演
奏
で
来
場
者
の
方
々
が
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。（
松
田
泰
） 
 

的
に
消
防
団
活
動
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
総
合
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
津
市
津
消
防
団
の
十
八
分

団
か
ら
各
分
団
十
人
程
度
の
団
員
が

出
席
し
、
消
防
団
活
動
の
基
礎
的
な
訓

練
と
し
て
、
吸
放
水
訓
練
や
水
害
時
の

水
防
工
法
訓
練
、
ま
た
大
規
模
地
震
時

に
お
け
る
対
応
訓
練
と
し
て
、
担
架
作

成
と
搬
送
要
領
等
の
救
出
救
護
訓
練
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
や
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
使

用
し
た
救
助
資
機
材
取
扱
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
団
員
ら
は
、
万
一
の
際
に

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
、
熱
心
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。（
伊
藤
勇
希
） 

 

○
遭
難
者
を
救
え
！ 

津
市
白
山
消
防
署
と
同
消
防

署
美
杉
分
署
、
津
南
警
察
署
は
合

同
で
十
月
十
日
、
美
杉
町
川
上
に

あ
る
修
験
業
山
（
標
高
一
〇
九
三

メ
ー
ト
ル
）
で
消
防
・
警
察
合
同

山
岳
訓
練
を
消
防
職
員
八
人
、
警

察
職
員
十
六
人
が
参
加
し
、
実
施

し
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
山
で
は
、

登
山
者
が
道
に
迷
う
な
ど
の
事

故
が
多
発
す
る
た
め
、
山
岳
救
助

事
案
発
生
時
の
連
携
の
強
化
と

火
災
及
び
事
故
防
止
を
目
的
に

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
、
危
険
箇
所
及
び
無

線
、
携
帯
電
話
通
話
可
能
場
所
の

調
査
を
行
い
、
警
察
職
員
は
登
山

道
に
標
識
を
設
置
し
、
消
防
職
員

は
山
火
事
防
止
の
立
て
看
板
を

設
置
し
、
火
災
予
防
の
注
意
喚
起 

 
ン
ト
は
、
救
急
車
の
適

処
置
へ
の
理
解
を
深

を
目
的
に
、
津

市
津
消
防
団
、
三
重
県
看

や
健
康

↓
シ
ロ
モ
チ
く
ん
も
応
援

に
来
ま
し
た 

↑
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
す

る
来
場
者 

↑合同演奏を披露する津市消防音

楽隊と松阪地区広域消防音楽隊 
 

↓
放
水
訓
練
を
行
う
消

防
団
員 

↑
資
機
材
取
扱
訓
練

を
行
う
消
防
団
員 
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○
小
学
生
が
消
防
団
車
庫 

や
消
防
署
を
見
学 

 

津
市
立
千
里
ヶ
丘
小
学
校

の
四
年
生
児
童
九
十
人
が
、
社

会
科
に
お
け
る
「
安
全
な
く
ら

し
を
守
る
」
学
習
を
推
進
す
る

た
め
、
九
月
二
十
九
日
に
津
市

河
芸
町
千
里
ヶ
丘
に
あ
る
河
芸

○
三
重
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
で 

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施 

 

九
月
三
日
、
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
三
重
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー

（
津
市
久
居
明
神
町
）
で
大
震
災
を

想
定
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
職
員
や
津

市
久
居
消
防
署
員
な
ど
総
勢
二
百
人

が
参
加
し
て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
一
度
に
多
数
の

傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
、
重
症
度

や
緊
急
性
に
応
じ
て
優
先
順
位
を
決

め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に
普
及
し
た
も
の

○
三
重
矯
正
展
で
消
防
展
示 

 

九
月
二
十
六
日
、
三
重
刑
務
所
（
津

市
修
成
町
）
で
第
二
十
三
回
三
重
矯
正

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
津
市
中
消
防

署
か
ら
は
消
防
職
員
四
人
、
津
市
防
災

指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
職
員
一
人
が

出
向
し
て
、
救
助
工
作
車
と
住
宅
用
火

災
警
報
器
パ
ネ
ル
の
展
示
、
心
肺
蘇
生

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
な
ど
を
行
い

○
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う 

訓
練
を
老
人
ホ
ー
ム
で
実
施 

 

津
市
久
居
消
防
署
は
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
初
日
の
十
一
月
九
日
、
社

会
福
祉
施
設
「
山
水
・
喜
楽
苑
」
（
津

市
一
志
町
其
倉
）
で
、
消
防
職
員
、

入
居
者
、
施
設
職
員
約
七
十
人
が
参

加
し
て
、
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。 今

年
三
月
、
群
馬
県
で
高
齢
者
が

入
居
す
る
施
設
で
発
生
し
た
火
災

で
、
十
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
全

国
的
に
も
同
様
の
施
設
で
の
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
惨
事

を
教
訓
に
、
施
設
関
係
者
の
初
期
消

火
及
び
避
難
誘
導
技
術
の
向
上
を
目 

を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
台
風
十
八
号
通
過
の
影

響
で
登
山
道
が
崩
れ
、
厳
し
い
状
況

の
中
で
行
わ
れ
、
実
践
さ
な
が
ら
の

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。（
岡
林
隆
志
） 

 

↓
救
助
訓
練
を
行
う
警

察
職
員 

↑
火
災
予
防
の
看
板
を

立
て
る
消
防
職
員 

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
想
定
で
始
ま
り
、

次
々
と
入
居
者
を

避
難
さ
せ
る
と

署
の
各
隊
が
火

 

訓
練
は
、
台
所
か
ら
出
火
し
た
と

施
設
職
員
が

安
全
な
場
所
ま
で

、
到
着
し
た
同
消
防

災
防
御
や
救
急
搬
送

を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
し
た
同
消
防
署
の
羽
田
充
洋

副
署
長
は
「
福
祉
施
設
で
の
火
災
が

増
え
て
い
る
中
、
実
践
的
な
訓
練
が

で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
。
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
（
田
村
和
也
） 

ま
し
た
。 

当
日
は
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
一

日
と
な
り
、
会
場
を
訪
れ
た
家
族
連
れ

の
方
々
が
救
助
工
作
車
を
バ
ッ
ク
に

記
念
撮
影
を
し
た
り
、
事
前
に
申
込
み

を
さ
れ
た
来
場
者
二
十
人
が
熱
心
に

救
急
法
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま

し
た
。（
松
田
憲
晃
） 

で
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故

や
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
な
ど

で
実
際
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
で
は
、
怪
我
の
程
度
を

示
し
た
紙
を
首
か
ら
下
げ
た

看
護
学
生
を
医
師
が
次
々
と

ト
リ
ア
ー
ジ
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ

タ
グ
に
応
じ
て
搬
送
、
処
置
を

し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
万
一
の
際
に
一

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た

め
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
（
高
橋
直
通
） 
↓
入
居
者
を
避
難
さ
せ

る
老
人
ホ
ー
ム
職
員 

↑
指
揮
本
部
を
設
置
し
、 

聴
取
を
行
う
指
揮
隊 

↑心肺蘇生法を体験する来場者 

↑トリアージタグに応じて次々と

搬送を行う訓練参加者



津消防タイムズ  第４２号       平成２１年１２月２２日 

津消防タイムズは津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp/ でご覧いただけます。 
5 

        

        

        

        

こ
れ
は
中
学
生
が
事
業
所
な
ど
で

働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
の
意

義
や
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
自
分

の
将
来
や
進
路
に
つ
い
て
具
体
的
に

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。 

参
加
し
た
中
学
生
は
、
消
防
の
基
本

                      

                      

                      

                      

的
な
知
識
か
ら
、
消
火
訓
練
や
救
命
講

習
、
救
助
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

を
体
験
し
、
実
際
の
消
防
の
活
動
を
肌

で
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

中
学
生
か
ら
は
「
消
防
の
仕
事
が
こ

ん
な
に
も
大
変
な
も
の
だ
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。」
と
初
め
て
の
こ
と
に
戸

惑
い
が
あ
る
よ
う
で
し
た
が
、
一
方
で

「
将
来
消
防
職
員
を
目
指
し
た
い
。」

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
声

の
小
さ
か
っ
た
生
徒
た
ち
も
、
最
終
日

の
帰
り
に
は
大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
失
礼
し
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

の
将
来
に
少
し
で
も
役
立
っ
て
く
れ

れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。（
川
北
裕
貴
） 

を
開
催
し
ま
し
た
。
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
季
節
に

向
け
て
、
防
火
意
識
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

あ
わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

 

今
回
の
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
一
一
九
番
通
報
体
験
や
住
宅
防

火
推
進
、
防
災
用
品
展
示
等
の
ほ
か
、

藤
堂
高
虎
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
と
ら

ま
る
」
も
応
援
に
来
て
い
ま
し
た
。

来
店
し
た
買
い
物
客
ら
は
「
火
事
に

な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
（
田
村
公
一
）

消
防
団
第
四
分
団
車
庫
、
九
月
三
十
日

に
津
市
北
消
防
署
河
芸
分
署
を
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。 

消
防
団
車
庫
見
学
で
は
、
浅
井
信
義

第
四
分
団
長
か
ら
消
防
団
の
仕
事
の
内

容
や
苦
労
し
た
点
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
児
童
ら
は
約
一
時
間
に
わ
た
り
積

極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

河
芸
分
署
で
は
、
消
防
車
、
救
急
車
、

庁
舎
の
班
に
分
か
れ
て
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
児
童
ら
は
、
車
両

積
載
の
装
備
や
通
信
指
令
機
器
な
ど
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
機
械
に
興

味
津
々
で
職
員
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。（
笹
村
晶
紀
） 

○
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催 

津
市
消
防
本
部
予
防
課
は
十
一
月

八
日
、
ジ
ャ
ス
コ
久
居
店
（
津
市
久

居
明
神
町
）
で
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
り
心
拍
再
開 

 

九
月
十
一
日
、
津
市
中
消
防

署
で
救
急
功
労
者
に
対
し
て

中
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
八
月
二
十
四
日
、
津

市
本
町
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
心
肺
停
止
状

態
に
陥
っ
た
六
十
代
の
男
性

に
対
し
て
、
二
人
の
女
性
が
心

肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

て
、
呼
吸
と
脈
拍
を
回
復
さ

せ
、
尊
い
命
を
救
っ
た
功
労
を

た
た
え
る
も
の
で
す
。 

↑消防団員の説明を熱心に聞く小学生ら 

↑来場者に防火を呼びかけるとらまる 

○
中
学
生
が
人
命
救
助
に
挑
戦 

一
身
田
中
学
校
の
二
年
生
の
男
子

三
人
が
、
九
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
津
市
北
消
防

署
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

↓空気呼吸器を着けて救出

訓練する中学生 

↑ホース延長を行う中学生 
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帯
で
合
同
山
岳
救
助
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。 

訓
練
は
、
経
ヶ
峰
山
頂
付
近
で
登
山

者
二
人
が
遭
難
し
た
と
い
う
想
定
で
、

警
察
航
空
隊
に
よ
る
偵
察
飛
行
訓
練

と
、
美
里
、
安
濃
、
芸
濃
の
各
登
山
ル

ー
ト
上
に
お
け
る
警
察
航
空
隊
及
び

                      

                      

                      

                      

各
ル
ー
ト
間
の
無
線
機
に
よ
る
通
信

訓
練
、
消
防
隊
に
よ
る
遭
難
者
の
救
出

と
自
衛
隊
衛
生
班
に
よ
る
救
護
訓
練

を
実
施
し
、
発
見
、
救
助
、
搬
送
の
各

段
階
で
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
上
杉 

初
男
） 

○
自
己
の
限
界
に
挑
戦 

十
一
月
十
四
日
、
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔

（
名
古
屋
市
中
区
錦
）
で
、
全
国
各
地

か
ら
百
三
十
人
の
消
防
職
員
が
一
堂

に
集
い
、
日
本
警
察
消
防
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
が
主
催
す
る
第
三
回
ス
テ
ア
レ
ー

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

津
市
消
防
か
ら
は
有
志
で
、
駒
田
竜

司
（
消
防
救
急
課
）、
上
杉
初
男
、
高

岡
敦
、
草
深
洋
成
（
津
市
中
消
防
署
西

分
署
）
の
四
人
が
参
加
し
、
完
走

を
果
た
し
ま
し
た
。 

競
技
内
容
は
、
防
火
帽
、
防
火

衣
、
防
火
靴
を
着
装
し
、
一
分
間

の
制
限
時
間
内
に
六
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
重
り
を
持
っ
て
八
十
メ

ー
ト
ル
走
る
パ
ワ
ー
エ
リ
ア
と
、

空
気
呼
吸
器
を
着
装
し
、
二
百
四

十
五
段
の
階
段
を
一
気
に
駆
け

上
が
る
ス
テ
ア
ー
エ
リ
ア
が
あ

り
、
そ
の
合
計
タ
イ
ム
で
順
位
を

競
う
も
の
で
す
。 

上
杉
西
分
署
長
は
、「
消
防
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
災
害
現
場
で

最
も
必
要
な
も
の
と
は
何
か
、
消

防
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と

は
何
か
、
市
民
が
求
め
る
消
防
職

員
像
と
は
何
か
を
行
動
に
し
て
、

実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

で
出
場
し
ま
し
た
。」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。（
駒
田
竜
司
） 

○
初
任
科
生
が
卒
業 

 

十
二
月
四
日
、
三
重
県
消
防
学
校

（
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
）
で
、
県
内
の

新
規
採
用
消
防
職
員
一
〇
五
人
が
所

定
の
教
養
を
終
え
、
卒
業
を
迎
え
ま

し
た
。 

 

消
防
学
校
で
は
、
四
月
か
ら
八
か

月
間
、
法
令
や
服
務
、
消
防
職
員
と

し
て
の
基
本
的
な
戦
術
か
ら
応
用
訓

練
ま
で
幅
広
く
学
び
、
現
場
活
動
に

即
応
し
た
技
術
・
知
識
を
磨
い
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
、
若
き
精
鋭
と
し
て
、

配
属
さ
れ
ま
す
。 

津
市
消
防
は
以
下
の
二
十
二
人
が 

○
経
が
峰
で
消
防
・
警
察
・
自
衛

隊
が
合
同
で
山
岳
救
助
訓
練 

十
一
月
十
九
日
、
山
岳
救
助
に
備

え
て
、
津
市
の
四
消
防
署
（
中
消
防

署
、
北
消
防
署
、
久
居
消
防
署
、
白

山
消
防
署
）、
三
重
県
警
察
航
空
隊
、

津
警
察
署
及
び
陸
上
自
衛
隊
第
三

十
三
普
通
科
連
隊
の
延
べ
七
十
四

人
が
相
互
の
連
携
強
化
と
総
合
的
な

救
助
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
経

ヶ
峰
（
標
高
八
一
九
メ
ー
ト
ル
）
一 

↑
要
救
助
者
を
急
斜
面
か

ら
引
き
揚
げ
る
救
助
隊 

↓
訓
練
に
参
加
し
た
消

防
・
警
察
・
自
衛
隊 

↑ 
 

↑
激
走
す
る
隊
員 

↓
レ
ー
ス
に
参
加
し

た
津
市
消
防
職
員 

新
任
消
防
士
と
し
て
各
署
所
に
配
属

さ
れ
ま
す
。
前
田
悠
輔
、
川
口
勇
気
、

西
村
昌
子
、
伊
藤
良
介
、
小
西
正
人
、

小
山
雅
司
、
西
出
慶
太
、
上
原
大
、

小
野
剛
志
、
大
東
光
、
田
中
貴
史
、

海
野
佑
樹
、
吉
川
雄
人
、
岸
江
康
平
、

山
口
慧
、
松
井
一
裕
、
中
島
敬
太
、

山
舗
俊
介
、
小
林
翔
、
門
脇
翔
太
、

呈式 

 

感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、
佐
伯
春

美
さ
ん
（
津
市
安
濃
町
在
住
）
と
橋

村
幸
恵
さ
ん
（
同
市
川
添
町
在
住
）

で
、
橋
村
さ
ん
は
「
救
急
法
の
勉
強

会
を
し
て
い
た
の
が
役
に
立
っ
た
。
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
（
高
橋
直
通
） 

前
川
敦
史
、
山
本
修
豪
（
大
東
雄
一
）

↑緊張した面持ちで卒業証書を授

与される初任科生たち 

↑津市中消防署で行われた感謝状贈
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火火火災災災ややや病病病気気気ををを未未未然然然ににに防防防げげげ
～
年
末
年
始
の
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
～ 

年
の
瀬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

何
か
と
忙
し
い
日
々
が
続
い

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
注
意

が
散
漫
に
な
り
、
火
の
消
し
忘

れ
や
寝
た
ば
こ
な
ど
に
よ
る

火
災
が
発
生
し
や
す
い
と
き

で
す
。
ま
た
空
気
が
乾
燥
す
る

こ
の
時
期
は
、
毎
年
火
災
が
多

発
し
、
多
く
の
生
命
、
財
産
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
一
月
一
日
に
は
富

山
で
帰
省
中
の
家
族
六
人
の

命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
痛
ま

し
い
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。 

年
末
年
始
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

 

○
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し

ょ
う
。 

○
寝
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ

う
。 

○
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い
も
の
は
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

～
老
朽
化
消
火
器
の
適
切
な
取

扱
い
に
つ
い
て
～ 

 

今
年
の
九
月
に
大
阪
府
と
福
岡

県
で
腐
食
の
進
ん
だ
消
火
器
を
操

作
し
た
こ
と
に
よ
り
、
消
火
器
が

破
裂
し
、
受
傷
す
る
と
い
う
事
故

が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
消
防
署
に
老
朽
化

消
火

多
く

の
問

お
り
、

腐
食

器
が
あ

れ
ば

で
し
ょ

う
か
。 

 

○
消
火
器
の
状
態
を
確
認
し
、
腐

食
の
進
ん
で
い
る
も
の
は
絶
対
に

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

○
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
自
ら

解
体
す
る
の
で
は
な
く
、
消
防
設

備
業
者
な
ど
回
収
を
行
っ
て
い
る

事
業
所
等
に
廃
棄
処
理
を
依
頼
し

ま
し
ょ
う
。
（
消
防
署
で
は
回
収

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
） 

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。 

○
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
ホ
コ
リ
を

付
着
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

○
風
の
強
い
日
に
は
た
き
火
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

～
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
～ 

 

毎
年
、
冬
に
は
ス
ト
ー
ブ
が
原

因
で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

津
市
内
で
昨
年
だ
け
で
も
ス
ト
ー

ブ
が
原
因
で
七
件
の
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
不
注
意

な
取
扱
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
以

下
の
こ
と
に
注
意
し
て
ス
ト
ー
ブ

は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。 

 

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

消

○
給
油
は

に
消
え
て
か

～
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

の
た
め
の
対
策
～ 

 

感
染
拡
大
中
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ

な
予
防
対
策
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
ま
ず
感
染
し
な
い
た

め
に 

○
こ
ま
め
な
手
洗
い
を
し
ま
し

ょ
う
。 

○
の
ど
の
奥
の
「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
う

が
い
も
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

次
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め

に ○
発
熱
な
ど
調
子
の
悪
い
と
き

は
、
無
理
を
せ
ず
に
仕
事
・
学
校

を
休
み
ま
し
ょ
う
。 

○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
外
出
を
控
え
る

な
ど
、
家
族
や
周
囲
の
人
へ
の
感

染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

○
早
め
に
近
く
の
診
療
所
に
相

談
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診

す
る
際
に
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

 

○
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
火
を

し
ま
し
ょ
う
。 

火
が
完
全

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。 

器
の
取
扱
い
に
関
し
て

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

購
入
か
ら
年
月
が
た
っ
て

が
進
ん
で
い
る
消
火

ど
う
し
た
ら
い
い
の
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○
津
市
消
防
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
が

完
成 

平
成

合
併
後
の
一
体
感
の
熟

る
こ
と

初
か

で

吸
器
を
組
み
合
わ
せ
て
図
案
化
し
た

も
の
で
す
。 

 

こ
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
、
今
後
更

新
す
る
消
防
車
両
な
ど
に
順
次
取
り

付
け
、
消
防
隊
員
が
災
害
現
場
に
駆
け

付
け
ま
す
。 

 

津
市
消
防
は
、

れ
た

気
の
高
揚
を
図

レ
ー
ド
マ
ー
ク
を
作
製
し
ま
し
た

デ
ザ
イ
ン
は

高
虎
が
愛
用
し
た

員
が
火
災
現
場

↓
消
防
車
両
に
取
り
付
け
ら
れ
た ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク 

十
八
年
に
行
わ

成
や
士

を
目
的
に
、
ト

。 
代
津
藩
主
の
藤
堂

ぶ
と
と
、
消
防
隊

使
用
す
る
空
気
呼

寺
） 

 
 ◆

二
月
二
十
三
（
火
） 

 

津
市
消
防
職
員
意
見
発
表
会
（
津
市

消
防
本
部
庁
舎
） 

 
 ◆

二
月
二
十
八
日
（
日
） 

防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
イ
オ
ン
津 

南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
バ

レ
ー
） 

 

◆
三
月
十
四
日
（
日
） 

 

三
重
県
消
防
大
会
（
三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 
 

◆
十
二
月
十
五
日
（
火
）
～
一
月
十
五

日
（
金
） 

年
末
年
始
消
防
特
別
警
戒 

 
 ◆
一
月
二
十
六
（
火
） 

 

文
化
財
防
火
訓
練
（
高
田
本
山
専
修

○
編
集
後
記 

今
年
の
十
月
に
、
北
ア
ル
プ

ス
で
遭
難
し
た
人
を
救
助
に
向

か
っ
た
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
私
も
登
山
が
好
き
で
、

鈴
鹿
の
山
々
や
連
休
に
は
北
ア

ル
プ
ス
な
ど
に
出
か
け
ま
す
。

近
年
の
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
で
登

山
を
楽
し
む
人
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

そ
れ
と
同
時
に
山
で
の
事
故

や
遭
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
津
市
消
防
で
は
山

岳
救
助
訓
練
の
実
施
や
三
重
県

防
災
航
空
隊
と
の
連
携
を
強
化

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
何

よ
り
も
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
重
要
で
す
。 

山
で
の
遭
難
や
事
故
の
多
く

は
、
無
理
な
登
山
計
画
や
防
寒

具
な
ど
の
準
備
不
足
で
起
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

山
は
非
常
に
美
し
い
姿
を
見
せ

る
一
方
、
大
変
厳
し
い
環
境
に

な
り
ま
す
。
安
心
し
て
登
山
を

楽
し
む
た
め
、
事
前
準
備
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。（
高
橋
直
通
） 

～～平平成成２２１１年年１１２２月月ままででのの災災害害～～  

火火  災災    110011 件件（（111133 件件））  

救救  急急    1100,,446699 件件（（1100,,332244 件件））  

救救  助助    115500 件件（（112244 件件））  
          （（））内内はは前前年年同同期期  

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置

ししままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条

例例のの改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけ

らられれままししたた。。  

～
津
市
出
初
め
式
の

 

○
日
時 

 

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
（
日
）

午
前
九
時
～
十
一
時
三
十
分 

○
場
所 

 

式
典
（
津
市
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

三
階
お
城
ホ
ー
ル
） 

 

行
進
（
津
市

ラ
ザ
南
側
道
路
） 

 

（
お
城
公
園
西
側
お
堀
）

木
遣
り
組
及
び
分
列

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

一
斉
放
水

ご
案
内
～

↑中消防署と白山消防署に 
配属された高規格救急車 

↑
十
一

わ
れ
た

訓
練 

↓
九
月
二
十
七
日
に

行
わ
れ
た
三
重
県
消

防
学
校
初
任
科
総
合

査
閲
の
様
子 

月
十
日
に
行

指
揮
隊
運
用


